
Moodleコ ラ ム

講義科 目名(コ ース名) 経済史 専門演習II(桂 秀行)

名前 桂 秀行(経 済学部)

Moodle導 入2年 目です が,現 在 二様 の

用い方 を してい ます 。一つ は,大 人数授業

でパ ワー ・ポイ ン トの ス ライ ドやそ の他 の

資料 を予 め配布す るた め,「 リソー ス」の

機 能 を利 用 しています。学生は講義 に出席

す るにあた り,予 めMoodleの 当該 コース

にアクセス して,必 要 な資料 を用意 しな け

れ ばな らない のです 。 も う一つは4年 次

の演習 ですが,就 職 活動 でなか なか学生の

出席 が ま まな らな い とい う周 知 の事態 に

対処す るた めです。少 な くとも春学期 中は,

毎 回の 出欠 と欠席 な らばそ の理 由 を報告

させ(「 課題 」の機能),出 席 予定 のメ ンバ

ー の人数 や組 合 せ に応 じて演 習 の内容 を

決 めた うえで全員 に通知す る(「 フォー ラ

ム」 の機 能)こ とに してお ります。

上記 の うち後者,4年 次 の演習 の方 は対

象人数 が少 な く全員 が顔見知 りなの で,比

較 的 うま く機能 してい る よ うに思い ます。

必ず しも全員 が 毎 回の報告 義務 を履 行 し

て くれ るとは限 りません が。

問題 なの は,前 者 の方です。Moodleが

そ の威 力 を発揮す るの は,大 人数 を相 手に

す る場 合で しょ うが,同 時に大 きな難 点を

持つ ことにもな ります。それは受講す る学

生諸 君全 員 の 自覚 を前提 とす る点 です。

Moodleを 利 用す る利 点は,学 習意欲 のあ

る学生 相手の利点 に限 られ るのです。最低

限 の参加 意欲 を欠 く学 生 は切 り捨 て る こ

とにな ります。学生に最低 限の義務 を課 し

それ を行 わ ない者 は参 加 の権利 な し とす

るこ とは,市 民社 会のルール と して は ごく

自然 の ことで しょ う。しか し,昨 今 の学 生

にそ の よ うな こ とを要求すれ ば,切 り捨 て

られ る部 分 がか な りの数 に のぼ る こ とは

目に見 えてい ます。特 に春 学期にお いて就

職 活動 に熱 中す る4年 次 以上の学生 は,

時折 しか授 業 に顔 を出 しませ ん。そ してそ

の多 くの者 がい ちい ちMoodleに 予 めア

クセ ス して資 料 を用意 す る労 を とるはず

もあ りませ ん。講義 の最終 日に,あ る4

年 生 が就職 活 動 で あま り出席 で きなか っ

た と言 いつつ,コ ースへ のアクセス のため

のパ ス ワー ドを聞きに来た のです。1年 目

にも同 じこ とがあ りま した。

おそ らく現在,最 低 限の学習意欲 を欠 く

学生 を ど う教育す るか がFDの 重要 な課

題 となってい る と言 え るで しょ う。とす る

な らば,資 料 配布 についてMoodleに 全 面

的 に依存 す る こ とには問題 があ るので は

ない か,そ れ で も学生全員 の 自覚 を喚起 で

きるよ うな何 か有効 な方法 はないか…,来

年 度 に 向 けて考 え あ ぐね てい る ところで

す。
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